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この 爱函 は、 実 二 含 巧 律装函 {住ま 地 ままた は その B 毎した 巧 « においで 任用 なれる ぺ 
ち 巧 巧ち 置） で、 ほち 巧 巧での 電巧 HS 巧 化 を 目的と した 巧 巧め 理装 ■等 電巧隱 害 自主 
话制 招讓を （ VCCI ) S ちじち 合して おりまず。 

しかし、 本 装 面を ラジオ、 テレビジョンち ち なに 巧 法して ご® 用になる とを 信 ■* の 原 
因と なる ことがあ 0 ます。 

本 ■じな つで 正しい 巧り 巧い をし でく ださし、 0 


ごを 意 

I が 巧の の 巧の 化 またはを ぶを 無 新た « ずる ことは 巧 I ] •.されて います. 

2 本 巧の 内# じ两 してけ かお f •むこ •しじ 巧 化する ことか あリ ます， 

3 本 巧け I がが じついで がちを W して か ホいた しました が. だ •こ 小； f シ かや 《 り. 山 « もれな どむな 
付きの ことか あ り ミした 〇 ご 4 かく ださい， 

谓 したおち の I ミ 管 じついて け 3 巧 じか かわらず « けを れいかむ it ので こ f ♦ください， 

5; 瓦 i •ホ r はわ 化り 巧え いむし ミす， 
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この# は、 本 » S を お « いとげ MS まして、 « に 友 0 巧と ク こざい* す， 

本 機を 巧 病した のち、* プ» み ご ■を 巧の 巧 期 化 J を おこなつ て < だ ちい •(抑 ぺージ 巧 こ ■ください，） 
r を 巧の み 期 化 J を 方 こな 〇プ C グー ムを 巧め 泛 場を、 バスつ ー ド や A イス コタな どを たーフ （保な） で 《 ない 
議さガ 友 0 ます， 


「を 体の 巧 巧 化」 とは …… 

本 « じは、 ヴーム の パスワード や パイス コア S どを たーフ して 
お < ための 满巧 -/て ック アッ フ乂モ U 巧 巧 II されて います。 こ 

し > のろ なぃ •いツ うぃ 

の バックアップ 乂モ U を 使用 巧 能な 巧 態 じ 寒 餐 す るの ガ f を 巧 
の 巧 用 化 J です。 

また バス ワードな ど 巧す で じせ ーフ されて いると SC f を 巧の 
巧 期 化 J を おこ 巧う とたー フ さむて いる データは すぺ てち えま も 


おしらせ …… 

•本 « は « い W (目安として約28围》 巧 用 しないと、 バック 
アップ メモ ソ じた ーブ されて いる デー タポ滴 そます。 データ 
巧巧さないよラじするため本》をを巧しない霉をでち、 

巧に 1 回は 本 » の る 入れて ください。 もしを データ ザみ 
えてし まった 場 さじは、 を ラー 度 r を 体の 巧 ム を おこな 
っで < だ なし、 

•パック アッ フメ モリに ずで に データが たーフ されで いると ち 
•■を 体の 巧 用 化 J を おこな ラと、 它ーブ なれで いる データは 
ずべ でもえ ます。 十分 ま 意し で 操作を おこなって < ださし \〇 


■值 巧に 度) ずるを « 

①本 後を 巧 巧す る* さは、 S 力ち のた 巧* で 狂 角す る ことは* け、 
テレビ H 面 方ら で* る ピロ *1 むて ブームを して < ださい。 を巧 
M ヴーム を 《 ける#! さ は鍾廢 の 巧め、 1 巧 ■ごと C 10 〜 15 みの 
ホみ をと つて < ださい。 


©こ<«じ、 a いがの 巧* (や、 光の 巧 JI モ S け C0 している 時 C、 
一巧 的 じ 巧 巧の けいむ /V や、 « 謙の 喪 巧 等の 巧かヴ a のる とい 
う 巧 巧* ちされ ています。 こうし C 症 巧を «» し泛 ことの ある 
入は、 テレビ ブームを する 巧 じ担プ E 巧 じ 相反して < ださい， 

» た、 テレビ ブームを していて、 このぶ ラな 巧げ ヴ运 をた 確 さ 
じは、 プー ムを やめ、 ち 巧じ祐 巧して < ださい • 




ii スイ ツチ （戶 6 み’ ER ) 

SB CON 貝） C スライド まだる と ■ま ヴ入ウ ます。 


でー ヴー 片! X ツ K 6 の 二! タ クタを » し 


込み 3 す C 


け A い. 

•本 巧 


BUSY インジケータ 
ディスク 巧 回 e している と 巧 じ 
爲打 します 《 


こう せい 


巧ット A 


固な 


めし > しぶ ク 


圓囚因 固 



♦ア- ケード パッド 6 


• 本 巧 じ 拒 示を さえます P 岳い 方は ソフ h ウェア じよつ てち な 0 ます。 

• 亡 ー ド 巧 含 スイッチの 曲定を » つて こ 巧 の 棚 含、 »» 化する 場 さ ヴあウ ま 可。 

t . ^ • <•、 *4 ♦ザ • 

• ぞ一 h ^® 有 スイッチの 投 ちは プー ムソフ h •の 巧 »肤 巧 ■じな つて < ださい 6 


モ ー1^ 巧 ■スイッチ 

2 ボタンち 一 K 6ボタン它一^'^の巧ウ«义 

2:1、 II ボタンの みち 巧な 2 ポタン モー KC なウ さす, 
6 : IslIvllKIVs WVI をての ポタン ヴち巧 g 6 ポタン 
€ — ド じ 巧 0 ホす。 


ターボ 角 S スイッチ 
I J しりし IV 、 \\ V をての ボタン じ a 測 こ 
ター ポ »能(： ■お 槪能) をを C だる V とヴ 
で S るち® で、 スイッチ のの ■をモ じす 
ると ターボ OPF 、 SC すると ターボ ON 
じな ウ 》 す 6 

IV ポタン- \ •ポタン • V 【ポタン 
Uf ポタン* H ポタン* I ボタン 



に 田.， 囚剧向 




Lh 


A V 出力が 子 （AV OUT ) 

A V ブーフん の コネクタを* し么み 》 す 




OPEN ポタン 

m T 一を 巧け ると 《 じ 巧し 》す< 


巧 巧の »ぞ かじ 法 巧し ます 


mm 


巧 ■の ACP プフタを 巧 《 する M ? です。 
專 巧の ACP ダ フタ ( PAD -1 M ) ぞお 巧い 
< ない。 


♦ AC アダプタ 
本 巧に ■巧を 巧 巧し ます。 
CPAD -129) 


♦ AV ケーブル 
本な と テレビを 巧 読し ます， 


♦巧 巧 お 巧 補 (本 >) ♦ NEd サービス， 

お S 巧 巧段奋 □一 H 表 




アーケード パッド 6 や AV ケー フ 
ルの コネクタ をる さ i しする とを 
は、 & ず スイッチを OFF に 
してく だな し、。 


3 ネ クタの な*?— クを 上に しで まつず ぐに 
S し 込んで くだない。 

コネクタを 回しながら* レ 込まないで くだ 
ない。 


だ ご ぞ < 


两挪み I し I がた I 




巧 81 するとを は …… 

本檐 および テレビの ■* スイ ツチは かならず OFF じしで くだない。 


テレビ 



本体に プ □ジエ クシ 3 ン テレビ (スク リー 
ン没わ 方式 テレビ) を 巧 » すると M 像 巧た 
(画面 やけ) ザ堯 まする ため、 »« しないで 
< ださい A 


テレビに 



送 n@0— 








コンセント 
( ACira な 助/ 扣 Hz ) 




剤 巧 0 の RF ユニッ bPI — AN3 ヴ化 B です。 S たち 口は すべて モノラル じな す A 
» W ずると ちは …… 

本 および テレビの ■巧 スイ ッチは かならず OFF じしで くだない。 

二 < . L / マ、/ み + 7 レピ 


も レ テレビ 宙 面に しま A 

よ、 U A い * 1 い 

接がで る 場合は、 RF ユ 
ニットのを ■をい ろし、 ろ 
と爱 えで みで くださし、 > 

>ぃ<ん け 麥ぃ 

话 がが 致 ■される « 合が 
ちウ まず。 


巧! ■©ア ーケー ド パ、: 


巧 売りの RF ユニッ 
( PI - AN 3) 

r けつ $ '1 

円 F ユニットの 取 

A ♦♦い A い L J 

巧 K 巧 ■を 友 わせ 


で こ 駕< だない < 


アーケード バッド 目 や 円 F ユニット 
の コネクタを 巧き きしず ると さは、 
をず ■* スイ ツチを OFF にしで 
ください。 


居 レビに ビ巧 





ごの 






CD — ROM ディスクの グーム などを 楽しむ には 


モード 切 ■スイ ツチの 技定モ «〇 て 
ごさ 巧の « を 、 MK もす る « をが 友 
0 ます。 モード 切 ■スイッチの 投 S 
は グー ムソフ S の 度 巧 R 明 ■じ 巧つ 
でく ださい • 


K テレビの ■* スイッチを 入れます。 

2, テレビ 麵の摩 儀を ち こない まず。 

♦心^ ケ— プルを 撞クて テレピ とちみ している 《 さ （6 ぺ—ジ のを 泛） 

テレビ 画面を ビデ プ 入力 じ 巧 0* えます。 

テレビ じい< つちの ビ デブ 入力 M 子ヴ 友る » さじは、 AV プー フん を隹 巧し 
だ*?® さちと 巧 じじし ます* 

♦剤 巧り の AF ユニッ h を 巧って テ レピと 》 巧 しでい る 場合 （7 ページの 任 «) 

テレビの チで ンネん を RF ユニツ b で货 ちし 巧 チで ンタん （1 ま 巧は 2) C 
友 〇 だて < ださし 、 C 

3, AC アダプタ « コンセントに « し ii みます* 

4, OPEN ポタンを 押しで カバーを あけまず 《 

5, ディスクを おを ます。 

. 文夕 など 巧 Ef ] 風 さの てし る近夕 とじして ■さ 5 す。 

6, カバーを 静か にしめます。 

•方! X —ち 上 巧 5 ゆつ <ウ と ホで 巧し* す ♦ 

ROM カード 揮 入 □た カードが 藤し 么 まれで いる 場る じは、 POWER スイ ッチ 
ザ OFF になって いる こと そ雜 B した ラ そで カードを なをまず 0 カードを » し这 
んだ まま ■扉を 入れる と、 その カードの ゲームが 巧 ま 0 ます。 

ただし アーケード カード DUO (巧 «) を » って アーケード カード 奪 お 巧 か ノフ 
h を 案 レむ 看 合には、 A 0 M カード 擇 入口に アーケード カード DUO を 》 し をん 
だみ 態で、 こ® 用く だない 0 

h POWER スイッチを ON にしまず。 

• テレビ じは 若の よウ g タイ h ル 迈面ヴ 巧の ます， 


0, パッドの RUN ポタン ホ 押します。 

- 巨 USY インジ ブータ ヴ点 打し、 « み 後 CD— ROM ディスクの ブームな どづ » ま 
ウタす。 このが 》の 操 在 じついて は、 ブイ スク ごとの# 8 巧 ■を ご ■< ださい。 





CD — ROM ディスクを 由 0 替える とまには 


巧い 佐 わったら 


， グー ムを 終了な せて ください。 


- バッドの RUN ポタンを 待し 巧ヴ 5 SELECT ボタ 
ンを 巧して U たッ h さ だる 巧、 POW 巨 R スイ ツチを 
OFFC し »す。 

- ディスクの 巧 e 巧 止さるす で 10» ち 度々々 0» すの 
で、 すぐ じ カバーを 友ヴ ないで < だ ちし、 C 

2. OPEN ボタン « 押 レて カバーを おけます 6 


3. ディスク ホ记〇 ■え カバーを しめます。 


4. バッドの RUN ポタンを み レて グー ムを « めます。 


- I で POWER スイッチを OFFC しご 場 含は ON じ 
したの 5 RUN ボタンを 巧して プー ムを 巧め ます。 


• POWER スイッチを OFF にしまず e 


- ディスクの 頁ち ヴ 止まる まで 1 がよ 香を ヴウ *0 ますの 
で、 すぐ じ々 バーを あけないで < だ ちい， 

!. テレビの ■灌 スイッチを 切 Q ます。 


3 .; 


AC ア タブ タを コ ン t ント から 巧を ます， 


4 . OPEN ポタン さ 押しで カバーを ちけ まず。 


5. ディスクを 出 レカ パーち レめ ます。 


本 》 を 巧の 巧い と 《 は、 AC アグ フタ 巧つ ン它ン h ヴら 
化ヴ 法いて < ださい。 垂し 这んだ じして お < ことは 


/1おです< 


巧し み がが 




• R ら M 力ー ド! •入口の カバー を あけ 円 OM 力ー ドを* しを みます 0 


- ROW 巧 ー ド！ •入 □の 方 バーを しめて < ど さい 0 

3. POW 巨 R スイッチを ON にしまず。 


r ^ l ^巧の«巧じっぃては ROM カー K • 


との お 巧 •巧 ご 黃< ださい 0 


POWER スイ ツチ 


]. 户 OWER スイッチを OFF にしまず 0 


I . テレビの ■顏 スイッチを 巧 0 まず。 


3. AC ア タフタを コンセントから 巧を ます 0 


4. ROM 力 •ドが I き 巧 も ROM 力ード 擇入 □の カバー «し» まん 


巧い 》 わったら 


お M い 

«» 巧る つた 友と 3 培 似 巧 じ 再 ws を乂 n 
ると、 ブーム じよつ ては な 巧 じ スター h し 巧 
いこと ヴ巧ウ ます。 

霉 ちの ブフ / ブン はみ 巧 < とを 3 巧が 上の 圆 
« を 受けて おこなつ て < ださし、。 


玄 « を 巧の ない とさは、 A じ タブ フタを コンを ン h * 巧を 化ヴ 巧いて < e さい 《 
まし 这ん だ* まじして お < こと 巧を 巧です。 


カバーを ちけ ます < 


# 入 □じ ROM カードを 
楚し这 みます， 


• R だ M 々一 を 含し 么 C と S は、 ゆつ < ゥ、 巧 実 じ、 ■をまで 
まし 这ん でく ださい 0 

- AOM カードの 巧 巧 巧 （を ■巧） じは お 巧)！* 巧ない よ* 5 じして 
< ださい。 

- ROM で一!^ の® り投い じついでは、 この 巧 じ もい くつな ごま 
■いだ だちたい こと ヴおウ ます。 24 ページの •■巧 0 巧い 上の ま 
ij ぞご K < e さい。 







iHl みがな 

わんが A ム ♦う たの 

I » gCD の iwig 楽 レむ には I 

8 ページ rSb — ROM デ ィスクの グ ー ム など ♦暴し CCtt 1 の 1-7 の » 在を おこなった のち パ 
ッ ドの RUN ポタンを 巧し まず。 

• ' 子ん sA f •♦/. ご * * ろ！ ク a * ろ . 

曰 USY インジケータが 点 打し、 致 巧を テレビ か CD の# 作 百 面に 切 0# わ 0 まず。 

d い 1 ♦す *♦、* t い、、； け k 、♦ 

このと を ディスクに 入って いる 巧 巧と tt 演奏 巧 间か« 巧 w 表示され まず。 

巧い 《ゎ つたら… 9 ページ 參 巧 



パッドの 巧い かた 

• CD の«巧はすぺてバッドを话つて、^•巧 a 面の g おを il ^5させます 

- 適«« 巧をまで OFF にしで ください。 

•*巧は2ポタンモードでちこなっでくだない。 ノく シ^ 


1 

1 II 1 .1 

88 的 8 SS 8%： 

心*…、 

遍: 

j 圍 '• 

aBC =) 

1 


n 


の 


廉 しみ かな 


表示 致 明 


時 M を 巧の モード 


ELAPSED 
T. ELAPSED 
REMAIN 
T. REMAIN 


演 奏 やのを の 経遍時 H 
ディスクの « おヴら のち 週 持 由 
X 赛 中の 巧の お 0 島 占 
ディスクの 》 をまでの 妻 〇時间 


レベル メーター 

> ぃ >ド> ♦い At 

L : 玄 R : ち 
ディスクを 巧 える と S 
にな 巧し ます， 

おの お 

インデックス# を 


ただし W . 

タ モリー 番 ち ヴ 《 示 ミれ* す。 


ODDDODDDaDODOODDDODOOOQQDDDDDOODDOQDODObODDOOQ 


卜 D ほ C 


00 5 ^ PP Oil 


ELAPSED 


LIU 00 LILUJU 

[ TRACK j I INDEX | | _ MIN. SEC . 」 


下 • 巨し APS 巨 D 


REMAIN 


T.REMAIN 


ま* をれ るを のさを 巧 表示 
ちれます。 


おのま S ヴ 巧を ちえる とを 
じ 用 打し ます， 


n 

r 3 

ご 

ご 

r 3 

ご 

1 し play 斗 

- y 


扫 

扫 


^-11 1 

□Hfi 

四 

C 3 

四 

四 

广 SO 

■ ' い 4, 1 
ド， • 1 

•►H り 

1 八 

巧 

广 SS 

广 S 3 

巧 

巧 

ィか l 1 

r )1 

- -」, 




み 

■ 



CD クラ フイ ック じついで 

;__^を玄号功た養11マ— クのついでいるデイスクには音含^«^^)做こ1»止《»«ちザ芙ク 
でい まず 0 « ま ば、 カラオケの ソフ K なと では、 S 楽に さわな で Bit 画と Mi ! が テレビ a 

tkk • \ 

面 じ なれます 0 


72 


> ** い 

巧 能 説明 


カーソル 



I 楽し かかな 


复 •簡を おこな ラには、 B 面 上の カーソル ろを 巧 巧+— 
で 移動ち だ、 * a の概 能を* んだ おと、 I ポタンを 巧し 
て < だまい， 


DISC CHANGE 


•ディスクを 巧 0 香え ると ま 亿 任用し ます。 


GRAPHICS 


CD ブラ フィックの 画面 じ 切 0 •えます • 


TIME 


時 » 表示の モードを 巧 0 おえます。 


FADE OUT 


る ■をな々 c 下け 》 す， 


MEMORY 


巧を フ □ヴ ラムし *す* 


MEM CLR 


INTRO 


フ曰 クラムを 取 0 巧し* す， 

曲の 巧め の 岳ろ だけを 巧々 と* 奏します。 


REPEAT 


运し 演奏 を おこ 巧い ます < 


AB REPEAT 


巧 さな 巧 巧 だけを* 0 巧し 演奏し ます。 


RANDOM 


眼を 不 I 弓 じ 巧莫 します， 


SPACE 


をと をの 角 じ、 頁 B 的 C 抗 4 お间の スペースを 巧 0 ます。 


a 奏 をち めます， 

3(契 を 巧と します， 

(しばら < の «、 ディスクの 间拓は 止 50 S だ 
さ SO •妾* しし* す > 

巧を みび ます。 
a * を 一時 淨 止します > 

巧赛 をち R する C は PLAY を おこなつ て < ださし、 
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c の 


巧し みかな 


裔案 CD の ディ スクを 取 Qg える には 

Xftcpv » 止 や C クウ 〇 らヴ、 ディスク ぞ最 0® ネ ると 《 じは 巧す 巧の 方 巧で おこ 巧って 
< ださし、。 

1 ， 方向 キーで カーソル 6 を 1 r ひが 化 争 wg』 にを わせまず。 ^ 

2. I ポタンを 巧し まず。 

• 日 USY インジ ブータ ヴ消 打し、 巧げ をに ディスクの ◎技ヴ 止ま 0 ます。 

3. OPEN ポタンを 巧して カバーを あけまず。 

4. ティ スクを 巧り ■えます。 

5 . カバーを しめまず。 




BUSY イン ジケー タ 

おしらせ …… 

♦ *满げ» 了した 場を や* 奏 をを 中で 中と した 場を でも、 しばらくの) B ディスクの 回坛は 
とま 0 まだん。 必ず 上 おの 方まで ディスク 巧 止めてから 巧 D ■える よ ラに してく だない 0 


コンた ン b へ 


B . I ポタンを 押します。 

- 己 USY インジ ブータ ヴ麻 灯し « 巧 後 ディスク じ 入つ ている 巧» とお 巧！! 持 后! ヴ巧 示さ 
n すす。 ま 5 じ*! み 後、 表 京は もえ 夕 す。 


甲 I 

テレビへ 
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ii ふみが た ! 


いろんな のし かた 

巧 a 面の おこない 泛い 《 巧を バッドの 若 巧 キーで i かで な 5 1 ポタンを みして < ださい， 



て < どきし \〇 — 8 C 巧 巧を 巧 や 巧の 巧を 道ぶ ことは で だか。 


•巧 止み 巧から S 巧す る « 含 


で 巧 a の 巧を 道んだ 衣と PLAY 巧 おこないます < 


* 美を 中止ず るには 


早 さり •早 戻し 

•争 送 0 や 苗ち しは、 * まや （または一 
ち 巧 化 中） じし クで ちま だん。 

♦旱 送り や旱戾 しおこは、 さは 出ません。 
持闊巧 示を 見な ヴ 5 B ち 巧い 苗 m を沒 
して < ださし 、 e 


♦ 10 キーを 巧 ラ «舍 （停止げ* でを* 奏 中の « さ でち 操作の しかたは 
同じです 0 ) 

10 キーて 常 B の 巧を ■んヴ 友と 戶し AY を 友 こない ます。 


1 (^ 一につ いて 


巧の まき ロ イン K □スキで ン け 8 ぺ ージ） でのイント 0 の挺ちを|&^^するときじ巧います。 


Q © 因 
OCLj(ij 
0 ©© 
0OQ 


巧い かた 

① U ポタン 巧 巧す と 西 面 じの キー ヴ襄 むます。 

©方向 キーで 力ー ソん & ぞ ちちの 致 章 C 合の だます。 

@1 ポタンを 巧す と、 B 面の TRACK の* 歲じミ 知 ど 巧 章ヴ叛 のます。 

み 2 巧の 《 寺 をを を するとち じは、 魯と〇 の I •在を をう一 运 おこないます。 

け 0 CD 巧の g をを 巧 じ 思ち して < ど さし、） 

©II ポタンを 巧して 10 キーを 資します。 


fS 


ごの 


楽しみ かな 


CD クラ フイ ツ クを两 をず るには 


CC 


3 を おこ 巧う と CD クラ フィック •，の 由 登 じる Oft む 0* す， 



バッドの SE し ECT ポタンを 巧して# 巧 女 ホを 消す こと ザで をます， 
ち ラー* 巧ず と 巧れ まず。 


CHOV * TR01 03 : 1S •ミ 


巧棄ぞ 一時 巧 止します。 

(演赛 を 巧め る じは PLAY 巧 おこな 
います。） 

■さ 巧い をを 道び 》 す， 


A 巧い チサ ンネ j レを 道び* す。 

時试巧 巧の モードを 切 0* 文 》 す 

ディスクを 巧 える と SC 巧 こ 巧 
います。 



チサ ンネ J レを 表 巧し ます。 
巧の ま 受 を 亥 示します。 

房 巧を 巧 示します。 

IMI を 挺め ます A 

* 奏を巧 止し* す。 

騰 をたい なを S びます。 


: JI たい チで ン ネルを* び* す， 

ティスク圣^^；を》〇«し*»し》を 

REL3[J— CD クラ フィック 〇 面ヴ らちの 占 面 
C が »す> 


*2 


[ GRAPHICS 7 —ク のつ いていない ディ 
スクの 場 さじは、 操 のみる り »4：) り、 ブラ 
フィックは 巧の まだん A 

ディスク じよつ ては 最ガ 5 チで ンネ; レの ブラ フィ 
ックヴ E # さの ています。 その 它め チで ンタん を 
切 0 巧え る ことじぶ 0、 巧えば 1 をの 歌 C 曰す を、 
巧 房、 フランス B •••と SSB の ヴ を 示ち のま 


♦ 3 ヴ爾 をのと ち 

、 I , ム > J •• 、 かん 

XU 巧の 巧の 径 ち 時 向 
ヴを S のとち 

ディスクの お を ヴらの おち 良肯 

•虽 gR 示を 巧で II ゥ〇を おこな ラと 曲 i ヴみ n ます。 
參 フ □ブラム JW や ラン ブムミ k 巧 どと おみ 客の せて 
巧 全す る ことは でさません。 


。のを 中で,* を 巧ね ると きじ (フエー ド アウト） 

い MDBOUT コ) *« ホ じ FADE OUT を 方 こな クと F >^0 E OUT のみち ヴ萬 おを おめ じ 暑 ■ヴ卡 ヴつて 

い SS す。 K 巧 «1 で 音ヴ巧 < なウ、 1 舟み 後 じ 巧の 巧の* で 有 動 的 じ一 み# とみ* じ 巧 ウタ 巧。 
戶 LAY 巧 おこ 巧えば 巧の 育 ■で** ヴ すウ ます。 



じの 


I 美しみ かが 

度 さたい お だけを B さたい 晒に* 赛 する じは (プログラム M #) 

厂 •プロ クラムの しかた 

の 10 キー* では で 巧 B する 巧を au ます。 

® MEMORY を おこない ずす。 

フ a グラムし e 巧の* 興 持 « ヴち li を 巧 じの ネ 5 打ます。 

©① と® を 繰り 這して おこない 呆 す。 

® PLAY を 友 こなう とフ □クラム** ヴ ちま ウ ずす。 

• ブ □ブラムは 曲まで 马 能です。 

•巧 巧 了で 巧ぐ一 ち# ih ( PAUSE )" をフ日 ブラムす る こと ヴで ちまで C 
そのと ちは 。〇" ぞ乂モ U — して < ださい。 ポース ち と 《 えます。 

巧の さじは ポースを 乂モ U — する ことは でき まだ か。 

♦フ □ブ つム の" ~ ^最を • ポースの すぐ 巧と ♦ 

• a 巧演 與 烏じフ □ブラムを 巧 こ 巧 ラと、 plAy のを 示ヴ点 おします 6 このまま フご ブラム 
を 巧け ていさ、 フ □ブラム ヴ巧 のっ； e 食 扇で plXy を おこ 巧 ラと、 み 示は 為 義 ゥら爲 ちご 
変 〇 り、 フ □ブラム S * ヴ货ま ウタす。 

一巧# 止 やの 場ち を 巧》 です。 

■ フロ ブラム * JI かは 10 キー じぶ る Bffl 巧で S * だか。 

•99 ろが 砂ち 巧 そる と 持* R 示は、 ちび 0 を 00 み ゥらみ 示ち； n さす。 

•巧って いると® おな « 能 

ブ □ブラムす る ミい、 MEMORY を おこなう 巧 打り じ T ん iE 巧 おこ 巧う と、 その はイ モリ 
— ちの すじ 《» 時 晒の 在し 梅 だけ ヴ巧 こな: rm て 時 《ヴ を 示ち; n ます 0 , ポタンを* すと を 
示は 巧 じち 0 ます。 


♦プログラム* 特には 
時间轰 示の 亡 ー ド ヴ巧 のよう じ 変； D ウ ます。 

T . ELAPSED : ブ □ブラム さ n たおの* « B 烏 《 巧 R 示します。 
T . REMAIN : フ □ブラム ミ n たもの お 会 ■時 台を き 示します。 

♦ブロ クラムを 巧 0 消す じは 

(§~ ~~ MaLq . Pnj ) を おこないます。 

フ □ブラムは すぺ てち えます。 


巧 


li しみ かな 



の 巧臭 巧 (ま C は 一時 git 中) の 場 さじは、 D ( ス h * ツフ) を 巧 こなつ ていつ C んち » 巧 ホ と しま 
す。 

©INTRO を おこないます。 

10 キーヴ 巧 示さ 〇 ます。 

@ 方 巧キー と I ポタンを 度つ て イン!- □の* ち (ち*) を 会 走し ます。 

(1 担 のら 60 かずで 可 おです 〇) 

@ P し AY を おこ 巧い ます C 

♦巧 〇销 すと さじは、 をう 一* INTRO をる こな ウ 巧、 ま e は D (ス h ツフ) を おこないます。 

• *» 巧 CINTRO を おこなつ ご》 を や、 S ゆち ■おちを おこ 巧で 巧ヴつ e る 各 じは、 イン h 
□の fli さは 有 動的 じ さむ 交す。 

♦巧 方フ □ブラムち むてい る 場ろ C はフ □ブラムち のでい る fe じついて のみ イン!- □スキで ン 
巧 友 こ 巧い ます C 

♦巧 じぶつて は、 *» の «» る 巧 CO すクの 無ち E をヴ is 口ら 〇 ている ちの ヴ巧 す P この 
ぶ* 5 巧 巧の 場ろ 1 巧と 巧 2 かとい つ e 巧い み ■の イン h □スキで ン では 含ヴ 由る fc じぶ のを 
C スキ ツフ してし すク こと ヴ巧 0* す P 


•りちし 演 •ずるには (リドー}^ミ^^) 

r e RgpeAT=ii a * 巧奏 フ •□ブラムを 芙 ランプム* 11 巧どと*み含；〇だることヴでちます。 

♦巧ウ ちす と S じは、 をう一 度 RE 戶 EAT を 友 こ 巧い ます。 
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ri しみが た I 


をき な ffi 巧 だけを！ ■り ig しで 《< には ( AB リビー と^ 

r 【 A « PmPEAT =^ *» ホ C»C は一访 >lt 中) C のみ ABU ビ ー W ま 巧能 です。 

① 》 り 巧し ■SC い 区！ ■の* おのと ころ ( A «) で A 巨 REPEAT を おこない 5 す。 

® この 》 ま* 興を 巧け るヴ などで 巧 じ 道め、 磯 0 をし ■ち e いを 晒の** のと ころ 
(8 巧) でち ラーを Afe REN ^ AT を 巧 こない ます。 

すぐ CA 巧 じち 0、 Afe •の 110 るし* 臭ヴ巧 ま 0 ます。 

■ A 巧を おちし C 友と 巧 どで 巧 じちって 目 巧を 肪 ちし ei ■合 じは fe 兵ヴろ A 著の W 
ヴ巧ウ ちし 巧 奏さの ます。 

•取 0 ちす とち じは、 をう 一 度 A fe REPEAT を おこな ク 巧、 または R 巨 PEAT を おこない ま 
す。 


顧 巧 不同に 演 資する じは 


(ラン タム ま妄) 


a 


ラン タム 巧* じぶ、 ま 巧して »» を おこ 巧つ てい <9モー K と 1 みすつ* 異を おこな ラ b 亡一 
ドの 2* ウヴ 友ウ ます。 


a ち -K 


b モ ー片 


Ls-I 


2 1 4 ; 

1 ! 

? 

巧 巧と XffS 打 97， 

,3.S 

i：5 

お 件 

因 

が ミ 

1 面 ■> ヴ SO る ごと C 一 
巧 止け 寒じ な 09 巧 》 

P 1 ろ产、 甚か 


M は、 》 だ S * ちの ていな レ « の や 巧ろ 巧 こ 召 〇〇、 ディスク じ 入つ でい るす ぺ ての 曲を 一 
80* 美 レ 庭の ると 有 B 的 じちす しすす。 

① *!»( または 一巧# 止 巧) の禱含 じは、 D ( ス K ツフ) ぞ おこなつ ていつ たん* 臭を かと レ ま 
巧々 

な RANDOM を あこない ます g 

a モードの 場を は b モードの 場 含は 2 宜、 I ポタンを 巧して <e ちい。 

©PLAY を 巧 こない ます。 

•巧ク ちす とぎ じは 、 D (ス K ツフ) を おこないます。 


巧と 巧との 间じス ぺース をつ くるには (才 一 K スペース) 

fc woe y \ 巧と 巧との 闺 じ 音 動的 じ衍 4 ちみの スぺー スヴつ < ろ: n ます。 

♦をゥ ちす とさ じは、 を ラー^ を SPACE ぞ巧こ 巧い 》 す。 

沿 ■: スぺー スの巧 ■は、 ife をち 〇 るち ■じは の えら 05 だか。 
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I にり I がで 

本な は、 ■巧を tt つてる、 巧 は 151* 巧含ヴ 為え ブじ 残つ ている 乂モ U — （技 H ◎を） を 巧] ■しています。 
この 乂モ U —を BACKUP RAM と® び、 ヴーム の バスク ー ド や バイス コア 等の データを たーフ （保 含） する た 
めじ 使います， た ーフの 方法は、 ブーム ごと じ » な 0 ますので、 爸 グー ムの « 巧 お 巧 •ぞこ «< だを い， 

蓋を の お もも …… 

BACKUP RAM をを 巧 巧 能 巧が* I こ 華 « す るの ヴ ^ ま 巧の 括 期 化 j でも 法ち は、 本な を！ ■人 レて 援抚 をした 
を、 最 苗! じ一 回だヴ •■を 巧の 巧 期 化 J を 巧 こなつ て < ださい > すで じ デー タヴ 它ーフ さむて いると きじ 「全ぶ の 
か 巧 化 J を おこな ラと たーフ されて いる データは すべてち 又ます。 

m 路 … 

BACKUP RAM 亿 たーフ でさる データの 盡 じは* 〇ヴ衣 0、 たーフ データの 大ち さは グー ム ごと じ* なウま 
す。 そのため じ不 ちじな つ； B データを BACKUP RAM なら おまない と、 巧し < データを たーフ する こと ヴ でち 
ない 《 舍巧あ 0 S す。 r 削耗ぶ おこなつ て 不巧巧 デー タを ちして <だ まい， 
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I バック アツ 7 謹 巧た ク にで 


ROM カード そ S しるまずに «羅 ホ 入れる 


r お 了 J を a んで 
I ポタンを# す 


⑥ 


H ポタンを 巧ず (巧 0 巧し） 


⑤ 




タイ K ル函面 



BUPEI 
CD-RO が S 


YST 巨 M 


puaH PUN ■crrroN ' 

: NkCHem# DhUu 化瞧 LW ，—、 

: HuoaoNaoTT imi 


•アーケード バッド 6 の 適 
的を オフ じしで ください。 
• ^みは2ボタンモー ドで 
おこなつ て < だたい e 



艰 


SE し ECT ポタンを 巧す 



• n み 
を f が ) わ W 化 
おで 


⑥ 


「ち 了 J を* んで 
I ポタンを 巧ず 



U ボタンを 巧す 他り ちし） 


(D 


f 規巧 J を a んで 1 ボタンを 巧ず 

さ： •••• 

「勘 な」 




■■を 巧の 巧 巧 1 ム を ちんで 1 ポタンを 巧す 

< ふた 、 • t 力 * 

「ミ 体の お 巧 化 J 


④ 


1 

B AnKi IV n Aij nm ptf 



道んで く ださい 


BACKUP RAM rUHMAI 

BACKUP R A M の 
の 巧が ナベて 巧え ますが 
よろしいで すか 

の «&€1 
田 IC&C2 
m >cciA 




YE8 > NO 

L_ ^ J 

の 

•_ — - 


1 •* んで ください •が お 示 なれで いると 
をに、 削 巧 レたい データを 遍んで 1 ボタ 
ン巧 巧し まず 6 

2 み 系が •削 おします か • に 巧ね 0 まず。 

ろ|| 房ず る 看を は Y ' ES 、 削み しない 場合 
は N 0 を* んだ 友と I ポタンを 押しまず • 


をな のみ 巧 化を ずる « さじは Y 巨 S 、 し 
ない 場を には NO を* んだ あと I ポタン 
を 押します 6 

r を 体の み 用 化 J を おこな ラと た ープな 
れで いる データは すべで 消えます 《 





こ しぶ ラ 


おち 




巧の よ ラな 現 » は、 巧 •ではない こと 巧ち 0» す， 

« 珪をこ 巧 » じなる* え C、 を ラー 度 巧* 巧め <巧 さし、 


•■巧 スイ ツチ ヴ® 巧ない • 
( Rd ) M カード® ち 時） 


ROM カー 叫す 正し <* し么夕 のて います ヴ 9 


I 反 像 やを， ヴ がない， 


iCD — ROM ディスク や CD の 
巧 ま 巧で をない。 


♦ CD の* » 年 じさ 巧 とんだ 〇ノ 
イス 巧 出た 0 する* 


f さちん ヒ \ 

、差し 这ぃネ 



テレビの ポ U ユー ムヴ 巧って® 0 まだ ^ 巧？ 

巧坊は 正し < おこなの のて います々？ 

テレビの ■* ブラ ブヴコ シ它ン h •ウ 5 巧: n てい s だん ヴ 
テレビの 霉否 スイ ツチ ヴ OF F じ 巧っ てい まな/ V 巧 9^ 
玉 « の AC で ダフ タヴ コン だン h - 巧ろ みむ C 

ていさ だか ウ で ^ 

AC タタ フタの タブ フ タフ ラブ 巧を II 巧ら 
巧 打てい 夕 だか ウ？ \ 

巧 巧 プー フル ヴ、 本 観 まごは テレビ ク ろみ I 

のて い ホ だん 巧 9 I 


/11ピ 

S だん ヴ 9 ( ih.CC ^ 

—蠻 

のて いません 巧？ 


AOM 々一 h ： 巧 入 □じ ROM 乃 一 K ヴ董し 込まの ていません 巧ろ 
ディスク ヴ li 巧し じ 巧つ てい ホ だん ウ *7 •へ 
デ イス クヴ巧 打ていた 0、 « ヴ ついてい 巧ウ しませ か 巧で ^ 
レンス ヴ BS してい まだ / u 巧 9 (時 巧 ページ） も 
テレビ 巧の 巧 < など 一巧の 巧 « じ おいて、 正み にか ホし 巧 (ザ 
し、 場舍 ヴ友ウ ます 。このような とちは、 おぶ < の NE じヴー V 
ビスまで ご 巧 お< ださい。 

デ イス ク巧巧 〇 てい eo 、 ■ ヴ ついてい C ウし まだ ^;ウ？ 
を&の 巧し い 所でを 巧して いまだん ウタ 


.鄉. 
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と 


最 つな 


じぶ ラ 


ちゆ ク 


し、 


D 丽効 田 •の 的 



PCEn が neDuo - RX は、 精巧な ■そ » 品です • ごを SC あたつ ては、 巧 CUTF のな じ ま* して < だ をい。 


t ♦ e\ % •イ 

をが 的ま慧 


♦本な やな 厲话 のが K - 改 巧は レないで くだない ♦ 



I 本 巧 やみ 属 品を 巧げ た 0 落とした 0 しないで くだない。 




♦曰 USY インジケータ ザ 点む しでい ると さじは カバー 



♦本 «の 西* や 音 さを ビデオ じ!* 舌ず る 看る、 ビデオに 
よつ ては 正常 じ!* 函 でさない ことがあ 0 ます。 


♦本な、 アーケード パッド 6 ザ ちれたら 

- ペン ジン や シンナー 巧の 爾発 巧の « a で なかないで 
< だたい。 

. 巧れ が ひとい 場 さは 水で薄め たやは 巧みに ひたした 
巧を よくし ぼつで 舌れ た® 分を 巧を、 そのみち いた 
巧で ぶく 巧いで < だない。 

- 化学 そ ラさん は 巧ち レないで くだない。 


を 巧ず る 巧 境 じついて 

•馬* じなる 場 南 では 巧 用し ないで く だない。 

( W え ば、 ビデオデッキの 上、 ホット カー ぺッ S の 上、 
曰 光の 省た る 場 巧、 ス f 'ー ブ のぶく 、 巧を みめ さった 
自 B ■巧な ど） 



•本体の 度 巧みを ふないだ み S ではを 巧し ないで くだな 
い 6( 巧 そば、 运巧団 の 上、 摩 手の 力一 ぺッ h の 上な ど) 



♦* 巧のを い •おでは 巧 巧し ないで く だない。 

♦巧を や ほこ 0 のをい 《请 ではを 用し ないで くだたい。 
また， 丈 機 そ 巧ち しないと ちは、 カバーを 巧め で < だ 
さい 6 

♦ぐらつい たおの 上 やかを からの 巧 « の R ■を 受け やす 
い* 请 ではを 用し ないで < ださい。 



♦本 «ザ 巧く の ラジオ や チューナー じ 巧 ■を さ 又る とさ 
は、 本 1 •を •しで ■いで < だない C 



と 


ちつ 口 


じぶ ク 


5 が い 


岡 DK 巧 田 lasiKar;] 


g 巧に ついて 

♦奪 用の AC ア タフタ （ PAD -129) しソ 外は ff ちしないで 
くださし、 

♦巧 用し ない とさは AC アブ プタ をを ず コン t ント から 
巧いで < だない e 



ROM カードに ついて 

♦ 1-^7 —ク のつ いた ROM カードを® 巧し で < だな 
い。 

•まし 込む ときは、 ゆっくり nil じ、 B おまで 8 し么ん 


ケーブル 巧に ついで 

•アーケード バッド 6、 AV ケー フル、 AC アタ プタの 
ケー フル S は、 法く 巧げ た 0、 弓 I ク 9 つた 0 しないで 



て おこなつ てくだない。 

(コードを 引つ » つた 0、 を 暴に 巧く と 本が がを 幽する 

J > 


看 合が 友 0 まず A ) 



で < だない 9 

♦巧 M お (を厲 あ) を 巧で M つた 0、 巧のを) ■に « れ なせ 
ない よ ラ じしで < だない C M 気 じよ 二で 中に EH な 
れで いる 巧 客が こわれて しま ラ 巧れ が あ 0 まず。 



•法 巧 巧 (を属 巧) は 巧さない よ ラ じしで くだない。 をし 
を 巧れ たと をは、 柔らかい ガー だ、 または エ チル アル 
コール （ち麵 用 アルコール） をみ みこませた ガー だで 
B くを いでく だない。 



♦ Su 口 erGrafx 等 用の ROM カードは 巧え まだん。 


•コネクタを 巧 さ!! しずる とちは、 をず 本 巧の ■巧を 
□ FF じして くだない C また 回しな ザら 巧を 》 しし 
ないで < だ なし、 



♦アーケード バッド 巨 や AV ケーブルの コネクタは、 
7 — クを上 じしで 本 巧に* レ 么んで < だない。 



♦バッ ド 等の コネクタ 巧 子 巧を 担 やを 属 で*! れ ないで く 
だない a 


おに っぃて 

のよ ラな 場を、 レンスに 画を まずる こと サ巧〇 
ます C 

- えたた ットを 急に ■かいと ころに 持ち 这んだ 時 
•9 房を はじめた ■後 
•* 気 ザたち こめるな ど， のをい 時 
« ■レで 正し < 動作し ない 巧は、 そのままの〜 3 於 ク 
でから ご 巧 用 < だない C 



ディスクの 扱い かた 

C □一 ROM システムでは ディスクから « ちを みみ 巧つ 
でプ □グラム モ巧ク でい まず。 

CD — ROM ディスクは 义 切に 巧 0 巧って < だない e 

■ディスクを 持つ とさ 

- をち 面 じきを をれ ない よ ラに 禱っ でく ださい。 

- ディスクは 巧げ ないで < ださい e 
• ディスク じ シールな どを 巧らないで くだない。 



下の よ ラに ディスクを 持つ と ディスク じ « 度が ついでし 
まい ■巧び などの 原因になる ことが 友り ます。 




スクの お 手入れ 


I ディスクを a くと を 



• s ち 苗 じついた や ホコリな どは 柔らかい 巧で 巧く 
巧を 巧つ でく ださい。 

•ディ スク をを く とさには をず ディ スクの やむ からかみ 
じ 向かつ でないで < ださい。 

•シンナー や ペン ジン、 アナログ レコード 用の ク リーナ 
一 や MR 巧 止 南な どは ディスクを 儀め る ことが おり 
ますので g わないで くだを し、. 



ディスクを 巧 巧ず ると さ 

‘ を チ ケースに 入れて 保 巧して くださし、。 

•幽お 曰 巧の 当たる « 巧、 OMSK の 巧くな ど k をが a 
< なる じは ■かないで < だない。 



2B 


ぺ つばい ひ b 友ん 巧い 




〇 


♦下 e の 本 巧 巧属 苗は、 劝巧 でち お ホめ い ce 口ます。 


巧 f — ブー ド バッドが PC 目- TP 1) ♦ AV ブース し ( PI - AN 2) ♦ AC ^ ブ フタ ( PAD -1 巧) 




お 名： PCE-DUORX 
巧巧霉 源： 專 用 AC ア タフタ ( PA 0-1 巧） 

{9 V 1 A ) 

巧 費 ■力： 巧 W 
巧 巧 讚 墳； 涅ち 5 で〜 35で 

湿度 巧％〜 B 0 弟 （ただし、 B 露 なをこと) 


かお ブま 

如 4 iran (6) X 脚咖 ( g 巧) X 64«( 島 か 

■ ■ 

約 Ukg (本斯 、制 7 お (ァー ヶード バッドが 

巧 属 ち 

アーケード バッド B 


AC アダ フタ （ PAD -1 巧） 

AV ケーブル 
巧 巧 說巧窗 

NEC サービス- お 客な 巧 お 巧 □一 ■表 

ななの ためぶ 巧の •ぶを f たなく 巧が する ことが みり ま 
卞 ので、 ご f ♦ください。 


夕 かへ わ 持ち じなる 方へ- 

I 

I 

本！!! る （ソフトウェアを きむ） は 日本 曲 巧 化 « で； 
みり、 外 曲の 巧备 等には 準 おして おりません 。 I 
したがいまして、 日本 国外で 巧 用され た 4 を、 ： 
当れ は 一切 責任を •いかね ミす。 ミた、 当 化は 
本 じ 明し 巧 かでの 巧 巧 サービス およびな 巧； 
サボー ト 等は 巧って おりません， 


供 化 巧を 

1 > わが 巧の 化か 化 明 巧の 化を 巧に よる が •巧な ご 巧リ! 巧 巧 
で 化な 期 問 中に 巧 舟した みな じは、 かなと み 巧を ご 巧 
を ご おぶ の うえ わ 円ぃ k げの おぶ お じご 化 巧く ださぃ。 

2. つ ざの ような 处 なじは. が 油 期 巧 中 でら がれ « 巧 じな 
り ます。 

(イ） 巧 WI •.の 巧り、 あるぃは ホ •うなな を や 巧 巧 じよる 
巧阳 わよ ぴ视 «。 

(口） わけぃ いす 冷の み ドな どじよ る ホ 巧 わよ び 祝 化， 

レ、） みお. なち. ヴス ぶ、 化 巧、 をぶ. および A 木 巧， 
その 化 火災 化 架、 みるぃ け 黄* 巧 1ピ などの ホが を 
I が こよる か W わよ ぴリ I 巧。 

(二） 本 巧の こ 化 小が むいよ おれ， 


し ホ） 本 巧に わ 円い I •.げかり り. わ 巧が お、 化ぶ み: おの W 
入の ない 巧を、 みるい は ザ 1〇 を 巧き 巧え 卜 •，れ た 冷な。 
<へ） 巧 巧して いる 化の ホ S じ 起 W して 本 おおじ 巧识を 
化 じた おた， 

3. 本 おおの サービスを まける 巧な じは、 巧 巧して いる 化 
の ホを を か g してから 化 巧し で 〈 ださい > 

4 . 本 巧け H 本 [片 内に わいての みが 巧です。 

This warranty is valia only in Japan. 

5. 化な 巧が が A 後の 巧 巧 じついて け、 化ぶ おじ こみが く 
ださい。 化 巧 じよって 樓 化が が 抑で きる 巧 かじは、 わ 
が ♦交の ご® 巧 じより む ♦•け も 巧いた L ます。 


キ 

巧 

曰 

サービス 巧を 

巧 当 者 










• 二の f ん化 ，巧け 本 ザに ミした WW . ホけ の も とじ おいて 無 巧を がめ かずる t のです， 

化って この f ん化巧 じよって わ •お » のなか I •.の 化 利を M 故す る もので け あり ません ので、 化な が 間れ 必 みの サービス 
など じついて ご 小 W の Aft なけ. わ 口い あげの Ik ぶ か、 みるい は レ 1« 社の N ’ 卜:（： サービス •おおが かがを U •たたを 
ごた のうえ， わぶ くのを U じが M いかわせ ください • 
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巧 化 » とア フター サービス じついて 


♦巧な 書に ついて 

R 化 ■は、 PCEngineDuo-RX ヴ 巧》 し e ときの 宿理 などの 巧に 化ち です。 巧き をよ <巧 巧みの うん 
大巧 じ 保* して < ださい （保 化 窗じ巧 巧 事項 ヴ E 入ち むてい 巧い 場合は、 お ■い 上げの 巧 巧ち にお 
申し出 < だ ちい )0 

♦アフター サービス について 

巧 一 班 » ヴ生 じました 巧 合は、 お 興い 上げの 巧 売运、 あるいは 同 巧 包の N 巨 C ヴー ビス •おぎ 揉 相 
教お n — K 表を ご » のうえ、 おぶ < のを □じ お商い さ 〇 巧 < ださい。 


★ごま 應ホ 


下 E 巧 巧 （巧を ブ ラヴ ビル） は、 当 巧の 方 n いを 〇 せ 巧です。 

お 客 巧* g ウ のち 理ご 巧賴巧 （当な ブー ビス ステ ーシ 3 ン） 巧、 ご不 巧の « をは、 尝な巧 S 巧 ご 

巧 較でン ター じ お n いさの だ < ど ちい 0 

下らし 拍-3454-5111 ち〜 を （巧 曰 »<) AM 9: 孤〜 PM 5:30 


がす ， 

PCE - DU 0 RX 

巧 化 
期 向 

6 力 巧 

:る 

わ 巧 

干 TEL 

を*, 

巧 旁 

を 

r ムけゲ な 


NEC 

PCEn が neDuo ぷ X 巧 liE 書 


> 这 « B ! 


( 苗 雜 おが 雖 >) 


IK 造# ち-- 



•• • • " 日本 電巧 ホーム エレ か ロニ クス 巧 ま 会な 




